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法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

令
和
７
年
度
第

１
回
東
法
連
理
事

会
が
５
月
22
日
、

全
法
連
会
館
で
開

催
さ
れ
、
東
法
連

の
令
和
６
年
度
事
業
報
告
、
決
算
な
ど
が

承
認
さ
れ
た
。

事
業
報
告
で
は
、
東
法
連
が
令
和
６
年

度
に
行
っ
た
租
税
教
育
な
ど
の
税
関
連
事

業
を
は
じ
め
、
組
織
、
共
益
・
研
修
関
連
、

広
報
、
厚
生
、
公
益
、
青
年
、
女
性
部
会

な
ど
の
各
事
業
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

東
法
連
の
会
員
数
は
約
10
万
９
千
社

組
織
関
連
に
お
け
る
会
員
増
強
で
は
、

令
和
７
年
３
月
末
の
会
員
数
が
約
10
万
９

千
社
と
、
前
年
と
比
較
し
約
２
千
５
百
社

の
減
少
と
な
っ
た
。
新
規
入
会
数
は
３
３

８
５
社
（
前
年
は
３
６
８
６
社
）、
退
会

数
は
５
９
０
５
社（
前
年
は
５
２
９
３
社
）

で
あ
っ
た
。
退
会
理
由
は
、
休
業
・
廃
業

が
最
も
多
く
、
前
年
度
よ
り
増
加
し
て
い

る
の
に
対
し
、
営
業
不
振
は
前
年
度
に
引

き
続
き
減
少
し
た
。
な
お
、
９
月
か
ら
12

月
末
ま
で
の
会
員
増
強
月
間
に
は
３
６
０

社
の
会
員
数
純
増
と
な
っ
た
。
ま
た
、
会

員
増
強
策
・
退
会
防
止
策
に
関
す
る
表
彰
、

お
よ
び
「
会
員
増
強
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の

作
成
と
配
布
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

共
益
事
業
で
は
、
企
業
情
報
・
格
付
情

報
照
会
サ
ー
ビ
ス
、ラ
フ
ォ
ー
レ
倶
楽
部
、

A
udi

ジ
ャ
パ
ン
優
待
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の

利
用
状
況
の
報
告
が
あ
っ
た
。

広
報
関
連
で
は
、
Ｊ
Ｒ
、
都
営
地
下
鉄

線
で
の
電
車
内
広
告
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
活

動
に
よ
り
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
に
お
け
る
租

税
教
育
事
業
が
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
に
報
道

さ
れ
た
こ
と
、
単
位
会
の
広
報
活
動
に
関

す
る
表
彰
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

厚
生
関
連
で
は
、「
福
利
厚
生
制
度
加

入
企
業
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン“Challenge

100”

」
の
令
和
６
年
度
末
の
東
法
連
ベ
ー

ス
の
達
成
率
が
、
新
規
企
業
数
部
門
87
・

７
％
、
新
契
約
件
数
部
門
117
・
３
％
で
あ

っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
推
進

協
力
を
す
る
東
法
連
特
定
退
職
金
共
済
制

度
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
末
現
在
、
加

入
事
業
所
数
約
４
千
３
百
社
、
加
入
者
数

約
３
万
５
千
人
、
保
険
料
積
立
金
額
約
４

６
２
億
円
と
の
報
告
が
あ
り
、
各
会
員
企

業
に
お
け
る
福
利
厚
生
制
度
と
し
て
活
用

が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

公
益
事
業
関
連

で
は
、
地
球
温
暖
化

対
策
報
告
書
の
提
出

状
況
等
が
、
女
性
部

会
関
連
で
は
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
の
実

施
結
果
な
ど
、
青
年

部
会
関
連
で
は
青
年

の
集
い
福
井
大
会
に

お
い
て
、
立
川
法
人

会
、
世
田
谷
法
人
会
、

東
法
連
青
年
部
会
連
絡
協
議
会
が
表
彰
さ

れ
た
こ
と
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

交
流
イ
ベ
ン
ト
は
従
来
通
り
に
開
催

経
常
収
益・費
用
と
も
に
減
少

決
算
報
告
で
は
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
従

来
通
り
の
回
数
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
経
常
収
益
、

経
常
費
用
と
も
に
減
少
し
た
。
な
お
、
正

味
財
産
期
末
残
高
は
約
３
億
１
千
３
百
万

円
と
な
っ
た
。

東
法
連
令
和
６
年
度
事
業
報
告
と
決
算
を
承
認

“Challenge100”

新
契
約
件
数
目
標
達
成
率
117
％

東
法
連
理
事
会

あいさつする
小林栄三会長

令和６年度事業報告・決算を承認する理事会



2025年（令和7年）6月号 （2）

法人会 青年部会は「財政健全化のための健康経営プロジェクト」に取り組んでいます

東
法
連
青
年

部
会
連
絡
協
議

会
は
、
５
月
13

日
、
総
会
に
あ

た
る
定
時
連
絡

協
議
会
を
、
新
宿
の
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
で
開
催
し
た
。

協
議
会
で
は
、
大
貫
高
輝
青
連
協
会

長
（
立
川
法
人
会
常
任
理
事
）、
佐
藤

一
也
青
年
部
会
担
当
副
会
長
（
上
野
法

人
会
会
長
）

の
あ
い
さ
つ

の
後
、
令
和

６
年
度
活
動

報
告
、
令
和

７
年
度
事
業
計
画
案
、
新
役
員
の

選
任
等
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ

れ
た
。

令
和
７
年
度
事
業
計
画
案
で
は
、
公

益
事
業
の
大
き
な
柱
で
あ
る
税
関
連
事

業
に
つ
い
て
は
親
会
等
と
の
連
携
を
図

り
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

引
き
続
き
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
で
の
租
税

教
育
事
業
等
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
東
法
連
青
連
協
新
役
員
の
審

議
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
１

名
、
計
６
名
が
役
員
に
選
出
さ

れ
、
互
選
に
よ
り
小
林
滋
之
氏

（
杉
並
法
人
会
常
任
理
事
）
が

東
法
連
青
連
協
第
21
代
会
長
に

選
任
さ
れ
た
。

副
会
長
に
は
、
小
林
会
長
を

除
く
ブ
ロ
ッ
ク
選
出
役
員
５
名
、

会
長
選
出
に
伴
う
第
４
ブ
ロ
ッ

ク
の
補
充
役
員
１
名
、
さ
ら
に

新
会
長
が
推
薦
す
る
６
名
の
役

員
、
計
12
名
が
就
任
し
た
。
な

お
、
大
貫
前
会
長
は
規
約
に
よ

り
相
談
役
に
就
任
し
た
。（
新
役
員
は

別
掲
の
と
お
り
）

小
林
会
長
の
就
任
の
あ
い
さ
つ
で

は
、
令
和
７
・
８
年
度
の
東
法
連
青
連

協
テ
ー
マ
と
し
て
、「『
税
』
と
向
き
合

う
全
都
志
士
が
こ
こ
に
結
束
～
次
代
へ

つ
な
ぐ
、
学
び
と
行
動
の
架
け
橋
～
」

を
掲
げ
、
青
連
協
の
三
本
柱
で
あ
る
会

員
増
強
、
租
税
教
育
活
動
、
財
政
健
全

化
の
た
め
の
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
を
述
べ
た
。

ま
た
、
全
法
連
青
連
協
委
員
推
薦
の

審
議
で
は
、
全
法
連
青
連
協
役
員
と
し

て
、
小
林
会
長
、
大
貫
相
談
役
、
西
山

和
伸
委
員
（
向
島
法
人
会
理
事
）、
全

法
連
青
連
協
委
員
と
し
て
、
江
口
敬
二

副
会
長
（
芝
法
人
会
理
事
）、
大
橋
徹

也
副
会
長
（
板
橋
法
人
会
）
を
推
薦
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

法人会 青年部会は「財政健全化のための健康経営プロジェクト」に取り組んでいます

令
和
７
年
度

第
１
回
総
務
委

員
会
（
松
本
光

史
委
員
長
・
江

東
東
法
人
会
会

長
）
が
５
月
20
日
、
全
法
連
会
館
で
開

催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
松
本
委
員
長
か
ら
、
こ
れ
が

現
メ
ン
バ
ー
で
最
後
の
委
員
会
に
な
る

こ
と
、
こ
れ
ま
で
電
帳
法
や
能
登
半
島

地
震
、
健
康
経
営
委
員
会
な
ど
、
重
要

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
随
時
審
議
し
て
き

た
と
の
振
り
返
り
が
あ
っ
た
。

議
事
で
は
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告

と
決
算
報
告
、
ま
た
代
表
理
事
の
増
員

な
ど
を
行
う
定
款
改
定
案
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
６
月
11
日
に
開
催

さ
れ
る
第
13
回
通
常
総
会
の
開
催
要
領

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

な
お
、
当
日
審
議
さ
れ
た
各
議
案
に

つ
い
て
は
、
５
月
22
日
の
理
事
会
で
承

認
後
、
６
月
11
日
の
東
法
連
通
常
総
会

の
決
議
事
項
と
な
る
。

東
法
連
総
務
委
員
会

定
時
連
絡
協
議
会
を
開
催

東
法
連
青
連
協
会
長
に

小
林
滋
之
氏（
杉
並
法
人
会
）を
選
任

東
法
連
青
年
部
会
連
絡
協
議
会

令
和
６
年
度
事
業
報
告
と
決
算

報
告
を
理
事
会
、総
会
に
先
立
ち

審
議

あいさつする
松本光史委員長

青連協定時連絡協議会

青連協新会長・相談役・副会長の方々

あいさつする
小林滋之 新青連協会長

令和7・8年度 東法連
青年部会連絡協議会役員

（敬称略・法人会名簿順）
会　長 小林　滋之（杉　並）
相談役 大貫　高輝（立　川）
副会長 柏原　昌和（日本橋）

江口　敬二（　芝　）
内田　泰介（麻　布）
山田　正人（上　野）
金山　春樹（雪　谷）
古賀　　拡（蒲　田）
石井　博晶（北　沢）
田近　武友（新　宿）
大橋　徹也（板　橋）
岩下　剛士（王　子）
浜田　祐介（江戸川北）
梅津　勇輝（日　野）
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法人会 女性部会は「食品ロス」削減に取り組んでいます

東
法
連
女
性

部
会
連
絡
協
議

会
は
、
５
月
12

日
、
総
会
に
あ

た
る
定
時
連
絡

協
議
会
を
、
新
宿
の
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
で
開
催
し
た
。

協
議
会
は
、
水
野
珠
貴
会
長
（
麹
町

法
人
会
理
事
）、
髙
野
吉
太
郎
女
性
部

会
担
当
副
会
長
（
新
宿
法
人
会
会
長
）

の
挨
拶
で
開
会
。

続
い
て
、
水
野
会

長
が
議
長
と
な
り
、

令
和
６
年
度
活
動

報
告
、
令
和
７
年

度
活
動
計
画
案
、
税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
、
食
品
ロ
ス
、
新
役
員

の
選
任
、
全
法
連
女
連
協
役
員
推
薦
等

の
６
議
案
の
審
議
を
行
い
、
い
ず
れ
の

議
案
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

令
和
６
年
度
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

全
48
会
で
実
施
し
約
２
万
７
千
枚
の
応
募

令
和
６
年
度
の
活
動
報
告
で
は
、
会

議
及
び
役
員
会
の
開
催
状
況
や
、
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
実
施
結

果
に
つ
い
て
、
東
京
で
は
全
48

会
で
実
施
し
、
応
募
総
数
が
約

２
万
７
千
枚
で
あ
っ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
食
品
ロ

ス
削
減
に
つ
い
て
知
識
を
深
め

る
た
め
、
役
員
に
よ
る
関
連
施

設
へ
の
見
学
会
や
、
全
体
連
絡

会
議
で
の
専
門
家
に
よ
る
講
演

を
実
施
し
た
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。

「
食
品
ロ
ス
」は
積
極
的
な
情
報

収
集
、取
組
事
例
の
研
究
に
努

め
る

令
和
７
年
度
活
動
計
画
で
は
、
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
継
続

実
施
、「
食
品
ロ
ス
」削
減
に
つ
い
て
は
、

セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
情
報
収
集
及
び
取

組
事
例
の
研
究
に
努
め
る
と
し
た
。
ま

た
、
各
会
女
性
部
会
の
現
状
や
取
組
内

容
の
共
有
を
目
的
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
予
定
で
あ
る
。

新
役
員
９
名
を
選
出

新
役
員
の
選
任
で
は
、
規
約
に
基
づ

き
、
東
法
連
６
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
各

１
名
（
持
ち
回
り
制
に
よ
る
）、
現
役

員
会
が
推
薦
す
る
３
名
の
計
９
名
が
選

出
さ
れ
た
。
続
い
て
、
新
役
員
９
名
の

中
か
ら
新
会
長
の
選
任
が
行
わ
れ
、
岡

田
和
泉
氏（
武
蔵
野
法
人
会
常
任
理
事
）

が
、
東
法
連
女
連
協
第
13
代
会
長
に
選

任
さ
れ
た
。
な
お
、
水
野
会
長
は
規
約

に
よ
り
、
相
談
役
に
就
任
し
た
。（
新

役
員
は
別
掲
の
と
お
り
）

法人会 女性部会は「食品ロス」削減に取り組んでいます

ま
た
、
全
法
連
女
連
協
委
員
推
薦
の

審
議
で
は
、
役
員
に
岡
田
会
長
、
委
員

に
清
水
尚
子
副
会
長
（
浅
草
法
人
会
理

事
）、
玉
嶋
和
代
副
会
長
（
王
子
法
人

会
常
任
理
事
）
の
２
名
を
推
薦
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
た
。

東
法
連
で
は
、
ｅ

─

Ｔ
ａ
ｘ
利
用
促

進
の
た
め
、
令
和
６
年
度
東
法
連
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作

品
を
題
材
に
、「
法
人
会
」
と
「
東
京

国
税
局　

税
務
署
」
の
ロ
ゴ
を
付
し
た

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
は
会
員
事
業
所
や
事
務
局

な
ど
に
掲
示
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

都
内
税
務
署
へ
の
掲
示
を
各
単
位
会
か

ら
各
署
に
依
頼
す
る
。
ま
た
、
各
法
人

会
が
行
う
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
Ｐ
Ｒ
、
推
進
に
も
広
く

活
用
し
て
も
ら
う
。

定
時
連
絡
協
議
会
を
開
催

東
法
連
女
連
協
会
長
に

岡
田
和
泉
氏（
武
蔵
野
法
人
会
）を
選
任

東
法
連
女
性
部
会
連
絡
協
議
会

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
を
題
材
に
作
成　

ｅ
─
Ｔａｘ
利
用
促
進
ポ
ス
タ
ー

女連協定時連絡会議

女連協新会長・相談役・副会長の方々

令和７・８年度 東法連
女性部会連絡協議会役員

（敬称略・法人会名簿順）
会　長 岡田　和泉 ( 武蔵野 )
相談役 水野　珠貴 ( 麹　町 )
副会長 池田　昌子 ( 日本橋 )

柴田由実子 ( 四　谷 )
清水　尚子 ( 浅　草 )
田中　佳子 ( 大　森 )
斉藤みつむ ( 板　橋 )
玉嶋　和代 ( 王　子 )
櫻井真希子 ( 荒　川 )
萩生田よし子 ( 日　野 )

あいさつする
岡田和泉 新女連協会長

令和６年度
e-Tax利用促進ポスター
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法人会は「税に関する絵はがきコンクール」など様々な租税教育活動に取り組んでいます

東
京
都
租
税
教
育
推
進
協
議
会
（
東

京
都
租
推
協
）の
第
33
回
定
時
総
会
が
、

５
月
15
日
、
麹
町
税
務
署
で
開
催
さ
れ

た
。
東
京
国
税
局
や
東
京
都
、
小
・
中
・

高
等
学
校
の
関
係
者
、
税
務
関
連
団
体

な
ど
が
出
席
し
、
東
京
法
人
会
連
合
会

（
東
法
連
）
も
賛
助
会
員
と
し
て
参
加

し
た
。

総
会
で
は
、
令
和
６
年
度
の
事
業
報

告
と
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
が
承
認

さ
れ
、
租
税
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
と

普
及
を
目
指
し
、
各
団
体
に
よ
る
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

特
に
注
目
を
集
め
た
の
が
、
東
法
連

か
ら
の
発
表
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
、
立

川
法
人
会
青
年
部
会
に
よ
る
租
税
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
シ
ン
立
川
モ
デ
ル
」
で

あ
る
。
こ
れ
は
昨
年
開
催
さ
れ
た
「
全

国
青
年
の
集
い
・
福
井
大
会
」
に
お
い

て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
基
に
構
成
さ
れ
た
も
の

で
、
平
成
22
年
の
栃
木
大
会
で
同
部
会

が
初
め
て
発
表
し
た
「
立
川
モ
デ
ル
」

を
さ
ら
に
発
展
・
洗
練
さ
せ
た
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

「
シ
ン
立
川
モ
デ
ル
」
は
、
こ
れ
ま

で
の
「
均
一
性
・
継
続
性
・
網
羅
性
」

と
い
う
３
本
柱
に
加
え
、「
理
解
性
」

と
「
反
復
性
」
の
２
つ
の
要
素
を
新
た

に
加
え
た
、
計
５
本
柱
を
理
念
と
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
租
税
に
関
す
る

知
識
を
一
過
性
で
終
わ
ら
せ
ず
、児
童
・

生
徒
が
よ
り
深
く
理
解
し
、
繰
り
返
し

学
べ
る
よ
う
な
構
成
が
意
識
さ
れ
て
い

る
。
発
表
で
は
、
学
校
現
場
で
の
実
践

を
見
据
え
た
教
材
や
指
導
法
の
工
夫
、

体
験
型
学
習
の
導
入
例
な
ど
が
具
体
的

に
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
の
関
心
を
大
い

に
集
め
て
い
た
。

江
戸
川
北
法
人
会
（
髙
橋
桂
治
会

長
）
で
は
５
月
26
日
（
月
）、
グ
リ
ー

ン
パ
レ
ス
に
て
、
次
期
役
員
体
制
に
向

け
た
「
ド
ラ
フ
ト
会
議
」
を
開
催
し
た
。

こ
れ
は
、
本
年
度
が
役
員
改
選
の
年
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、

各
委
員
会
の
委
員
長
内
定
者
が
集
ま
り
、

来
期
の
委
員
選
出
を
行
っ
た
。

会
議
は
プ
ロ
野

球
の
新
人
選
択
会

議
さ
な
が
ら
の
形

式
で
進
行
。
委
員

長
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
議
論
を
交
わ

し
、「
こ
の
人
こ
そ
ぜ
ひ
自
分
の
委
員

会
に
」
と
思
う
メ
ン
バ
ー
に
熱
い
ラ
ブ

コ
ー
ル
を
送
っ
た
。
人
気
メ
ン
バ
ー
に

は
複
数
の
委
員
長
が
名
乗
り
を
上
げ
、

抽
選
に
よ
る
配
属
決
定
と
な
る
場
面
も
。

見
事
“
当
た
り
く
じ
”
を
引
き
当
て
た

委
員
長
に
は
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
会
場
は

大
き
な
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
た
。

形
式
こ
そ
ユ
ニ
ー
ク
だ
が
、
狙
い
は

適
材
適
所
に
よ
る
組
織
の
活
性
化
。
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
、
真
剣
さ
が

垣
間
見
え
る
会
議
と
な
っ
た
。
江
戸

川
北
法
人
会
で
は
、「
新
体
制
の
も
と
、

さ
ら
な
る
飛
躍

に
ご
期
待
い
た

だ
き
た
い
」
と

し
て
お
り
、
今

後
の
活
動
に
注

目
が
集
ま
る
。

立
川
法
人
会
青
年
部
会
が「
シ
ン
立
川
モ
デ
ル
」を
披
露

東
京
都
租
税
教
育
推
進
協
議
会
が
定
時
総
会

委
員
長
た
ち
の
ド
ラ
フ
ト
会
議

江
戸
川
北
法
人
会

単
位

ニ
ュ
ー
ス

会

立川法人会青年部会による発表

ガッツポーズの下薗道幸社会貢献委員長（中央）と
黒沼公雄組織委員長（右）、藤岡忠之総務委員長（左）


